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計数率

反省点（良かった点も含めて）報告

実験結果
計数率①測定上の目的として掲げた：（１）γ線再吸収の確認、（２）超微

細構造の観察を、弱線源(1MBq)で達成できた（右図参照）。

実験結果

②測定方法（回転試料円板の傾斜角を変えてγ線の透過率を測
定）が単純なので、学生は装置の仕組みを理解した上で、主
体的に実習に取り組めた。一方、物理背景の理解にはもう少
手助けが必要だ た また 検出器 製作や回路組など

ステンレス試料
し手助けが必要だった。また、検出器の製作や回路組などの
要素を取り込めれば良かったと考える。

③57C 線源が高価（ 400千円）で入手に時間（ 2カ月）が必要③57Co線源が高価（～400千円）で入手に時間（～2カ月）が必要。
そのため、受け入れ人数が四名と少な目だった。点状の線源
の導入により人数は倍にはできる（下図参照）。線源は鉛コリ
メ タに埋め込んで使用した 安全上 特に問題はなかったメータに埋め込んで使用した。安全上、特に問題はなかった。

硫酸鉄試料面線源（二方向） 点状線源

ドップラー速度

※今年のサマーチャレンジへの寄与は東工大内で現在協議中です。


